埋蔵文化財 試掘調査 依頼書
平成　　年　　月　　日

古河市教育委員会教育長 あて
住 所　　　　　　　　　　　　　　　

依頼者　　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏 名　　　　　　　　　　　　　　印

埋蔵文化財の試掘調査の実施について（依頼）
下記の土地にかかる埋蔵文化財の所在の有無について，開発を計画している事業の参考にしたいので，調査の上ご回答下さるようお願いいたします。なお，出土遺物については，文化財保護法第４条の趣旨を理解し，貴市に処理を委ねます。
記
１． 所在地
古河市

２． 土地所有者の住所・氏名
住 所

氏 名
３． 土地の面積・現況
　　　　　　　　　　㎡　　　　　　　宅地　山林　畑　水田　その他(　　　　　　　)
４． 開発事業の目的
５． 開発の予定時期　　　　平成　　年　　月　　日　　着手予定
添付書類
１） 土地の所在地を示す地図 （1/2,500）
２） 事業の概要

３） 土地所有者の承諾書（土地所有者が複数にわたる場合は，所有者全員分）
４） 委任状（依頼者が事業者でない場合は事業者・土地所有者からの委任状）
５） その他（対象地の埋設物「水道管，下水道管，電話線」がわかる図面等）

試　掘　調　査　承　諾　書
平成　　年　　月　　日
古河市教育委員会教育長　あて
　　　　　　　　　　　　土地所有者　　　　　　　　　　　　　

住所　　　　　　　　　　　　　　　　

氏名　　　　　　　　　　　　　印　　
　　　　　　　　
下記のとおり調査のため掘削することを承諾いたします。

記

１．調査地の住所地番

２．試掘調査による出土遺物については，文化財保護法第４条の趣旨を理解し，すべての権利を放棄します。

文化財保護法から抜粋

（国民、所有者等の心構）

第四条

　一般国民は、政府及び地方公共団体がこの法律の目的を達成するために行う措置に誠実に協力しなければならない。

２　文化財の所有者その他関係者は、文化財が貴重な国民的財産であることを自覚し、これを公共のために大切に保存するとともに、できるだけこれを公開する等その文化的活用に努めなければならない。

３　政府及び地方公共団体は、この法律の執行に当つて関係者の所有権その他財産権を尊重しなければならない。

文化財保護法から抜粋


第四条


　一般国民は，政府及び地方公共団体がこの法律の目的を達成するために行う措置に誠実に協力しなければならない。


２　文化財の所有者その他関係者は，文化財が貴重な国民的財産であることを自覚し，これを公共のために大切に保存するとともに，できるだけこれを公開する等その文化的活用に努めなければならない。


３　政府及び地方公共団体は，この法律の執行に当つて関係者の所有権その他財産権を尊重しなければならない。











